特定小規模施設用自動火災報知設備仕様書
～無線式連動型警報機能付感知器（自動試験機能付）～
１．警戒区域
	警戒区域番号
区　　　分
	
	
	
	
	

	階別又は部分名
	
	
	
	
	

	警戒区域の面積（㎡）
	
	
	
	
	

	警戒区域の長辺の長さ（ｍ）
	
	
	
	
	



２．感知器
　(1)　最大感知面積、取付面の高さ及びその場所
　　□　熱　感　知　器
	感知面積
	取付高さ
	場　　　所
	警戒区域番号

	㎡ 
	ｍ
	　　階　　 室
	



　　□　煙感知器　
	感知面積
	取付高さ
	場　　　所
	警戒区域番号

	㎡ 
	ｍ
	　　階　　 室
	



(2)　感知器の設置場所
　 □　建築基準法第２条第４号に規定する居室及び床面積が２㎡以上の収納室
　 □　倉庫、機械室その他これらに類する室
　 □　階段及び傾斜路、廊下及び通路並びにエレベーターの昇降路、リネンシュート及びパイプダクトその他これらに類するもの
(3)　感知器の設置方法
□　感知器の下端は、取付面の下方0.3ｍ（煙感知器にあっては、0.6ｍ）以内の位置に設ける。
　　□　感知器は、天井の屋内の面については、それぞれ壁又は取付面から0.4ｍ（煙感知器にあっては、0.6ｍ）以上突き出したはり等によって区画された部分ごとに設ける。
　　□　感知器は、換気口等の空気吹出し口から1.5m以上離れた位置に設ける。
　　□　スポット型の感知器は、45度以上傾斜させないように設ける。
　　□　壁又ははりから0.4ｍ（煙感知器にあっては、0.6ｍ）以上離れた位置に設け
る。
　　□　煙感知器は、次により設ける。
　　　□　天井高2.3ｍ未満の居室又は床面積が40㎡未満の居室にあっては入口付近に設ける。
　　　□　天井付近に吸気口のある居室にあっては、当該吸気口付近に設ける。
(4)　感知器を設置しない場所及び理由
	階　別　（階）
	場　　　　所
	設置しない理由

	

	
	

	

	
	

	

	
	



３．添付図書
　□　概要表　　　　□　付近見取図　　　　□　平面図
　□　建築物の配置図　　　　□　立面図　　　　□　仕上表
　□　断面図　　　　□　機器構造図　　　　

４．その他
　(1)　工事中において、設計書と異なる工事をしようとする場合は、工事管理者及び所轄消防署の指示を受けて行うものとする。
　(2)　工事竣工後、消防職員立会いのうえ、所要の試験及び検査を受けるものとする。
　　　なお、完成検査時、検査の困難な部分については、あらかじめ、所轄消防署と連絡を取り中間検査を受けるものとする。


















特定小規模施設用自動火災報知設備工事の概要表
～無線式連動型警報機能付感知器（自動試験機能付き）～

	区　分
	型式又は種別
	設置個数
	型式番号
	製造者名
	製造年

	感知器
	熱感知器
	℃　　個
	
	
	

	
	煙感知器
	個
	
	
	

	中継器
	型　　式　（　　　　　　　　　　)
	個
	
	
	

	
	予備電源　　　 型 DC　 V　 AH
	個
	
	
	

	関連装置
	□（　　　　　　　　　　）設備連動起動　　　

	工事者
	機器取付
	

	その他
	



